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弘法大師のことば

人間には煩悩 (い けないと分かっていても感情が先に立ち、悪い結果

を招 く)が あ ります。それは反対に菩提心 (良 くな りたい との思い、

向上心)が起こる為に必要なものです。
K氏 は、登校拒否の子供 を支援 して独 り立ちをさせ るNPO法 人の

理事長です。彼は幼少の頃か ら父親の家庭内暴力の影響で家庭環境が

悪 く、学校か らも社会か らも相手にされず、孤独な 日々を送っていま

した。そ して悪い仲間とつきあい、不登校にな り、覚醒剤、シンナー、

暴走族の結成、何度も警察にお世話にな り、揚げ句の果ては逮捕 され、

留置場 (拘 置所)送 りにな りま した。留置場の生活で彼は、毎晩、過

去に犯 して来た過ちの深 さに苦 しめられ、いや と言 う程生き地獄 を味

わいま した。その苦 しさにも耐え、執行猶予の判決を受け出所 ]

そこか ら彼の人生の転換期。今までの幸い経験を生か し、登校拒否
の子供の支援が始まったのです。彼の昔の仲間にも声をかけ賛同を得、

施設を立ち上げま した。ある日、彼の施設から 15歳の少女の脱走事

件が発生。彼は妻 と二人で列車を乗 り継 ぎ少女の行方を追い、数 日後

に警察から少女を保護 したとの連絡があり、無事に少女が施設に帰ってきました。その少女

も彼やスタッフの指導の基で独 り立ちをし、現在 1児 の母 として平和な家庭を築いていると
の事。彼の運営する施設は、地元の人と寄り添いボランティア活動で道路沿いの草刈 り、駅
の落書き消し等をして住民からは大変感謝されているとの事。このような社会活動が評価さ

れ、講演会の問い合わせ、テレビ局から取材もあり、忙 しい日々との事。
このよ粂に後のi諸 |′ く、苦い経験が困った人に救いの手を差 し伸べ、人の人生をプラスに導

く事が、“煩悩即菩提"と 仏教で説かれています。私達もこの方を見習い精進しましょう。
理事長さんとスタッフの方々のご活躍をお祈り申し上げます
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お 知 ら せ

※当山では、布教活動の一環 として月曜か ら金曜毎朝 7時に一 口法話を携帯

に配信 しています。右のQRコ ー ドよリメール会員にご登録下さい。
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編 集 後 記

今年は世界的にも新型コロナという得体の知れない敵との戦いで、政治、経済、社会生

活等まさに先の読めない状況。
コロナに加え、今後の自然災害の不安もあり、片時も息を抜けないような状況

皆様が少 しでも希望を持ち喜ばれる事を願い、新聞の編集を致 してお ります。

弘法新聞に対するご意見、ご質問、体験談などございましたらご協力お願い致 します。
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